
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 18回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 27年 1月 21日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：福田誠治学長、阿毛久芳副学長、新保祐司副学長、重原達也事務局長、大平栄子学長補佐、清水

雅彦学長補佐、平野耕一学長補佐、鶴田清司大学院研究科委員長、寺川宏之初等教育学科長、牛

山恵国文学科長、竹島達也英文学科長、横田力社会学科長、伊香俊哉比較文化学科長、今井隆図

書館長(兼)情報ｾﾝﾀｰ長、田中昌弥教職支援ｾﾝﾀｰ長、杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、大辻千恵子国

際交流ｾﾝﾀｰ長、菊地保学生課長、谷内治彦総務課長 

■挨拶 

福田誠治学長よりあいさつ 

 

議  事 

（1）専任教員の投票について(英文学科(特任教員Ａ) 

   ○追加説明はなく投票が行われた。投票の結果、信任多数により承認。 

     

（2）専任教員の投票について(社会学科(社会科教育学・森林科学)) 

 資料 2-1 社会科教育学 

   ○担当より資料 2-1 に基づき補足説明。投票の結果、採用見送りとなった。 
    

    資料 2-2 森林科学 

○追加説明はなく投票が行われた。投票の結果、信任多数により承認。 

    

（3）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの提案について(初等教育学科) 

   ○担当より資料 3 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

      

（4）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議について(国文学科) 

   ○担当より資料 4 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

    国語学基礎演習 C･D、国語学文献講読Ⅰ･Ⅱ 

 

（5）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの提案について(国文学科) 

   ○担当より資料 5-1、5-2 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

    資料 5-1 国文学第一演習Ⅶ、国文学第二演習Ⅶ 

資料 5-2 国語表現法 C～F 

     

（6）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議･提案について(英文学科) 

   ○担当より資料 6-1、6-2 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

    英文法Ⅰ･Ⅱ、ビジネス英語Ⅰ･Ⅱ、言語 文化第一演習Ⅲ、言語 文化第二演習Ⅲ  

     

（7）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議･提案について(社会学科) 

   ○担当より資料 7-1～7-5 に基づき説明。審議の結果、採用人事は提案通り承認し、資料 7-1 関し

ては様式を担当科目ごとに書き直し事務局に再度提出。 
 

    資料 7-2  市民と社会Ⅰ、法律学 B 



    資料 7-3  地理学Ⅰ、地理情報システム論 

資料 7-4 民法Ⅰ･Ⅱ･Ⅳ、社会科学と現代の課題 

    資料 7-5 環境保全と自然再生 

     

（8）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議･提案について(比較文化学科) 

   ○担当より資料 8-1、8-2 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

比較文化第二演習Ⅱ 

 

（9）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議･提案について(共通教育) 

   ○担当より資料 9-1～9-5 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

    ※資料 9-2 は提案取消により、審議は行わなかった。 
 

    資料 9-3 現代の課題Ⅹ 

    資料 9-4 ジェンダー研究Ⅳ(法政治) 

    資料 9-5 ジェンダー研究入門、ジェンダー研究Ⅲ(経済開発) 

        

（10）平成 27 年度非常勤講師の授業担当科目の取消について(第 1 回) 

   ○担当より資料 10 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（11）平成 27 年度非常勤講師の授業担当科目の更新について(第 4 回) 

   ○担当より資料 11 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

       

（12）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの提案について(大学院) 

   ○担当より資料 12-1～12-4 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（13）公立大学法人都留文科大学職員出向規程について(継続審議) 

   ○担当より資料 13 に基づき説明。審議の結果、一部修正し承認。 

     

（14）公立大学法人都留文科大学職員旧姓使用取扱要綱について(継続審議) 

   ○担当より資料 14 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（15）学校教育法改正に伴う学内規程等の見直しについて 

   ○担当より資料 15 に基づき説明。審議の結果、2/4･3/5 の教授会で提案を行い、その後の教育研

究審議会にて再審議を行う。最終決定は 3/19 の教育研究審議会。 

 

（16）タスマニア大学との協定について(国際交流センター) 

   ○担当より資料 16 に基づき説明。審議の結果、このまま協定に向けて進めていくこととなった。

（継続） 

 

３ 報  告 

（1）教員人事基本方針について 

   ○担当より資料 17 に基づき報告。今後の教員数等については、常任理事会にて検討を行う。 

 

（2）特任教員について 

   ○担当より資料 18 に基づき報告。選考委員会の構成委員を一部変更し、各人事を進めて行くこと

となった。 


